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本書は,神戸市教育委員会が国庫補助事業
として実施 した神戸市垂水区玉津町新方遺跡
の発掘調査概要である。 (総額2,580,000円 ,

補助率50%)

調査は,神戸市教育委員会文化課学芸員浅
岡俊夫が担当し,昭和52年 1月 10日 より3月
31日 まで実施 した。
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た。
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I.環 境 播州平野の東部 を流れる明石川は,神戸市北区山田町藍那付近に

源 を発 して支流の炉谷川・伊川などを合流 しながら明石海峡にそそ

いでいる。

明石川流域の遺跡は,近年の開発事業に関連 して著 しくその量と

内容 を増加させつつある。

旧石器・紀文時代の遺跡については,ま だ,そ れほど内容は豊富

ではないが,弥生時代以降の遺跡は調査例 も徐々に増えてきている。

新方遺跡の所在する明石川下流域で最 も古い弥生遺跡は,新方の

西方約 1.2キ ロメー トルの位置にある吉田遺跡である。この吉田遺

跡は,す でに学界で著名なように,明石川流域で最 も古い弥生遺跡

であるばかりでなく,播磨全域においても最古の遺跡であることは

いうまでもない。

今回調査の対象となった新方遺跡は,吉田に続 く弥生時代前期中

葉に出現 した遺跡で,お そらく吉田からの分村によって成立 した集

落であろう (こ の事実は今回の調査によって明らかになった事柄で

ある)。

弥生時代前期後半になると,さ らに集落の数は増加 し,吉田遺跡

の南約 700メ ー トルの同 じ丘陵上に片山の集落が出現 し,さ らに明

石川を逆上 ること約 2キ ロメー トルの位置に居住の集落が成立する。

弥生時代中期になると,さ らに遺跡の数は増加 し,河川流域の上

流へ と逆上ってゆ く。

明石川下流域の弥生遺跡は下表の通 りである。

(第 1表 新方遺跡周辺の弥生遺跡〉

＼ 遺 跡 名 所 在 地
時 期

立地・標高
I Ⅳ V

1 上の九 2丁 目 明石市明石公園内 洪積段丘中位 26m
2 上の丸 3丁 目 明石市明石公園内 洪積段丘下位 20m
3 新  方 神戸市垂水区玉津町新方・西河原 氾濫平野   8m
4 宝  来 神戸市垂水区玉津町宝来 洪積段丘下位 20m
5 今  津 神戸市垂水区玉津町今津 洪積段丘下位 25m
6 今津中学校庭 神戸市垂水区玉津町今津 洪積段丘下位 25m
7 荒  田 神戸市垂水区玉津町潤和 丘 陵    65m
8 明石通信病院南 神戸市垂水区玉津町大谷 丘 陵    65m
9 片  山 神戸市垂水区玉津町枝吉 1丁 目 洪積段丘中位 20m
′烏 】可 神戸市垂水区玉津町枝吉 3丁 目 洪積段丘中位 22m
前  池 神戸市垂水区玉津町枝吉 4丁 目 後背低地   75m
吉  田 神戸市垂水区玉津町枝吉 4丁 目 洪積段丘中位 20m
居  住 神戸市垂水区玉津町居住 氾濫平野   15m



第 1図 新方遺跡周辺の弥生遺跡分布図
(数字 は第 1表と同 じ)
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H.経 過 新方遺跡は,神戸市垂水区玉津町新方および西河原に所在する遺

跡で,明石川下流の東岸に近い海岸平野に立地 している。

この地域に遺跡が存在することが知 られたのは,山陽新幹線建設

工事に先立つ分布調査においてであった。

昭和45年度には兵庫県教育委員会等によって新幹線々路部分の発

掘調査が実施され,弥生時代から奈良・平安時代にいたる遺跡であ

ることが知 られたが,こ の調査においてもその後の小規模な調査に

おいても住居址などの遺構は発見されず現在にいたっている。

近年の都市周辺の市街化の波は,新方遺跡の周辺へ も容赦な くお

しよせ,最近は住宅・倉庫建設等がこの地区でも目立って多くなっ

てきたので,遺跡の範囲 を確認 し,保存策を講ずべ く,今回の調査

が計画された。従来遺跡の範囲は新幹線の軌道が明石から相谷へ通

ずる小部・明石線あたりを東端 として,西は明石川に近いあたりま

で遺物が散布 しているが ,中心は小部・明石線に近いあたり (字新

方)だろうと推定されていた。その後の小規模な調査では字西河原

にも土師器を伴 うピットが存在することなどが知 られていたが遺跡

の全貌は不明のままで今 日にいたっていた。

孝

新方遺跡近傍図 (A・ B地点は今回調査, Cは昭和45年調査 )
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Ⅲ.調 査 概 要

a.A地 点

今回の調査は,第 2図の如 くA,B2地 点においておこなわれた。
A地点は,明石川に最 も近い水田がすでに埋めたてられ,民家が建
っているためその東側の水田に トレンチを設定 した。

この地点は,以前に土師器を伴うピットが発見されたところに近

く,遺構が発見されていたが,住居址などの遺構は発見されなかっ

た。 しかし,古墳時代の遺跡の西北辺 を限るのではないかと推定さ

れる濤が検出できたことは大 きな成果であった。

また,遺構に伴 う遺物ではないが, トレンチの南半から弥生時代

前期の遺物が発見されたことは,新方遺跡の成立時期 を従来の知見

よりも,さ らに逆上 らせた点で重要な発見である。 (こ れまでは ,

弥生時代中期以降の遺物が報告されていたが,一部研究者の間では

弥生時代前期後半 まで逆上 るだろうことが予測されていた。)

各 トレンチの上層は,い ずれも 1メ ー トルから 1.5メ ー トルで基

盤の灰黄色砂層に達するが,その間に10層前後の土層の堆積がみと

められる。第 4図 にその土層の一部 を示 したが,溝状の遺構は先に

述べたように土師器 を伴 う古墳時代の遺構 と推定されている。 しか

るに,弥生時代前期の遺物はこの濤が掘 り込 まれている土層より上

層 (図 に bで示 した層)に含まれている。 しかも土器は磨減がはげ

しく2次的堆積であることを示 している。 したがって弥生時代前期
の生活址は,こ の地点よりも上流であったことが推定できる。

おそらくA地点より北へ約 200メ ー トルの地点で明石川 と合流す

る天上川の氾濫によってもたらされたものであろう。

A地点出上の弥生時代前期の上器は壺 。甕・鉢・蓋などの器形が

認められるが,段 を有するものがない。こ (1・ 5)甕 (11)と も
に削 り出し突帯が認められ,多条のものが少 く,貼 り付け突帯 を含

まないところから,弥生時代前期のうち中葉に属するものであるこ

とが矢日られる。

この発見によって明石川下流域の東岸で,弥生時代前期中葉に稲

作農期が開始されたことが明 らかになった。この遺跡は,おそらく

西岸の丘陵上に位置する吉田遺跡からの分村によって成立 したもの

であろう。
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第 3図  A地点 トレンチ設定図 (S=希 )
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第 5図  A地 点出上の弥生土器 (S=参 )



b.B地 ′点 A地点より東へ約 200メ ー トルはなれた地点に南北に3カ 所の坪

を設定した。いずれも3メ ー トル前後で青灰色の砂層あるいは砂礫

層に達 し, これが基盤層(図にCで示した層)であることが確認できた。

第 6図 に示した如 く1・ 2坪ではこの基盤層が西から東へむかっ

て傾斜し,3坪でも同じような傾向が認められたが,こ の傾斜の直
上に弥生土器の包含層 (図 にaで示した層)が認められ,そ の上か

らは,土師器・須恵器等が認められた。特に 3坪の bで示した層か

らは奈良・平安時代 と推定される木器類が出土した。

B区から出土する弥生土器は,畿内第 2・ 第 3様式に属すると考

えられる櫛描文土器片,第 4様式に属する凹線文土器 (第 8図 )な

どでA地点とは時期的に異なったものばかりであり,さ らに東側の

昭和45年度調査地点の遺物と同時期のものである。

3坪から出土した木製品は,用途不明のものが多いが,少量なが

ら剣状の土製品 。斎串状木製品 。人形様木製品などが含まれている。

これらの木製品については元興寺仏教民俗資料研究所に依頼して保

存処理および材質鑑定を行った。

木器の材質はスギ・ヒノキ・マツ・ヤナギ・コナラなどが認めら

れたがその一部を記すと,剣状木製品・斎串状木製品 。人形様木製

品はいずれもヒノキであることが明らかになった。

第 6図  B地 点 出上の弥生土器 (S=歩 )
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